
さがみ信用金庫総合企画部　
調査日 令和3年6月上旬
調査地域 小田原市、南足柄市、秦野市、足柄上郡、足柄下郡、中郡

全調査先数 当庫取引先317社

調査対象 当庫取引先314社（製造業27.7%、卸売業11.1%、小売業16.6%、サービス業18.5%、建設業18.2%、不動産業8.0%）

有効回答率 99.1%

分析方法

1．概　況

業種別業況天気図 令和2年
4月～6月

令和2年
7月～9月

令和2年
10月～12月

前期
令和3年
1月～3月

今期
令和3年
4月～6月

来期見通し
令和3年
7月～9月

総 合

製 造 業

卸 売 業

小 売 業

サ ー ビ ス 業

建 設 業

不 動 産 業

好調  ← →   低調

第１８４回中小企業景気動向調査（県西地区）結果速報
                （ 令和３年４月～６月期実績 と 令和３年７月～９月期の見通し ）

各質問項目で、「増加（上昇）」したとする企業が全体に占める構成比と、「減少（下降）」したとする企業の構
成比との差（ＤＩ・判断指数）を中心にして分析を行いました。

　来期については、売上ＤＩは15.2ポイント改善の▲12.5となり、収益ＤＩは13.3ポイント改善の▲16.3となる見込みで
す。また、業況ＤＩは1.5ポイント悪化の▲45.0となる見通しです。
　業種別では、「製造業」・「小売業」・「建設業」は売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩが改善し、「サービス業」は売上ＤＩ、収益
ＤＩが改善するも業況ＤＩが悪化、「卸売業」・「不動産業」は売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩが悪化する見通しです。

売上、収益はともに改善するも、業況は悪化

　「第184回中小企業景気動向調査」によると、景況感を表す業況ＤＩは前期比4.0ポイント悪化の▲43.5となりました。ま
た、売上ＤＩは8.3ポイント改善の▲27.7となり、収益ＤＩは7.3ポイント改善の▲29.6となりました。

　業種別の状況については、「製造業」・「卸売業」・「小売業」・「サービス業」・「不動産業」において売上ＤＩ、収益ＤＩは
改善するも、業況ＤＩは悪化しました。「建設業」は売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩがそれぞれ悪化となりました。業況ＤＩは全
ての業種で悪化となりました。
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総合 業況・売上・収益ＤＩの推移 業況 売上 収益

（業況DI目安） 100 ← 50 ←  30 ←     0 → ▲30 → ▲50 →  ▲100

前期 （令和 3年 1月 ～ 令和 3年 3月期実績）
今期 （令和 3年 4月 ～ 令和 3年 6月期実績）
来期 （令和 3年 7月 ～ 令和 3年 9月期予想）
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　　２．業種別の特徴（業況ＤＩ ・ 売上ＤＩ ・ 収益ＤＩ）

製造業

卸売業

小売業 前期比10.6ポイントと大幅悪化の▲59.6、来期見通し▲57.7

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善し、業況ＤＩもやや改善する見通しです。

前期比2.9ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲54.3、来期見通し▲62.9

　　来期については売上ＤＩはやや悪化し、収益ＤＩ、業況ＤＩも悪化する見通しです。

売上、収益はともにやや改善するも、業況は大幅に悪化

売上、収益は大幅に改善するも業況はやや悪化

前期比0.8ﾎﾟｲﾝﾄ悪化の▲36.8、来期見通し▲34.1売上は大幅改善、収益も改善するも、業況はやや悪化

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善し、業況ＤＩもやや改善する見通しです。

62.1

25.3

19.5

売上の停滞・減少

工場・機械の狭小・老朽化

原材料高

経営上の問題点

65.5

42.5

37.9

販路を広げる

経費を節減する

新製品・技術を開発する

当面の重点経営施策

71.4

51.4

31.4

販路を広げる

経費を節減する

情報力を強化する

当面の重点経営施策

61.5

21.2

21.2

売上の停滞・減少

人手不足

同業者間の競争の激化

経営上の問題点

51.9

28.8

25.0

経費を節減する

品揃えを改善する

宣伝・広告を強化する

当面の重点経営施策

単位：％
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小売業 業況・売上・収益ＤＩの推移 業況
売上
収益

単位：％

単位：％

来期

単位：％

来期

来期

単位：％

65.7

22.9

17.1

17.1

売上の停滞・減少

同業者間の競争の激化

販売商品の不足

人件費の増加

経営上の問題点 単位：％
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ｻｰﾋﾞｽ業

建設業

不動産業

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩはともに大幅改善するも、業況ＤＩは悪化する見通しです。

売上、収益はともに大幅改善するも、業況はやや悪化

前期比6.2ポイント悪化の▲28.6、来期見通し▲26.8売上、収益は大幅悪化となり、業況も悪化

　　来期については売上ＤＩ、収益ＤＩ、業況ＤＩはそれぞれ大幅に悪化する見通しです。

前期比4.0ポイント悪化の▲12.0、来期見通し▲24.0

前期比1.0ポイント悪化の▲60.3、来期見通し▲65.5

　　来期については売上ＤＩは大幅改善、収益ＤＩも改善し、業況ＤＩはやや改善する見通しです。

売上は横ばい、収益は改善するも、業況は悪化

69.0

17.2

15.5

売上の停滞・減少

合理化の不足

利幅の縮小

経営上の問題点

44.8

39.7

29.3

経費を節減する

販路を広げる

教育訓練を強化する

当面の重点経営施策

47.4

40.4

36.8

売上の停滞・減少

人手不足

利幅の縮小

経営上の問題点

49.1

43.9

42.1

経費を節減する

人材を確保する

販路を広げる

当面の重点経営施策

44.0

40.0

36.0

36.0

利幅の縮小

同業者間の競争の激化

売上の停滞・減少

商品物件の不足

経営上の問題点

52.0

44.0

40.0

情報力を強化する

宣伝・広告を強化する

販路を広げる

当面の重点経営施策

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％

単位：％
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　　３．特別調査　　 「中小企業の事業継続について」

≪問1≫

≪問2≫

≪問3≫

貴社では、災害に備え、どのような対策を取っていますか。

貴社は、現下の状況を受けて、事業継続についてどう感じていますか。また、貴社の業歴
についてお答えください。

貴社では、事業継続を困難化させる要因について、どのようなリスクを重視しています
か。

（単位：％）

（単位：％）

（単位：％）

18.2 
46.5 

29.0 

2.5 

2.5 

1.3 

2.5 

11.8 

34.7 

42.4 

8.6 

0.0 

0 10 20 30 40 50

強く危機を感じている

やや危機を感じている

あまり危機を感じていない

全く危機を感じていない

むしろ好機と感じている

無回答

10年未満

10年以上30年未満

30年以上50年未満

50年以上100年未満

100年以上

無回答

事

業

継

続

業

歴

20.4 

13.6 

13.4 

11.1 

9.3 

8.9 

8.5 

6.0 

5.8 

0.2 

2.9 

0 5 10 15 20 25

特にリスクは意識していない

仕入や調達の困難化

従業員の参集不能

経営者の離脱

社内設備やシステムの故障

物流の停止

販売先の倒産

インフラ(電気・水道・通信等)の障害

事業所の使用不能

社内の不正行為

無回答

27.9 

19.6 

13.7 

12.8 

7.7 

7.1 

4.8 

4.3 

2.0 

0.0 

0.2 

0 5 10 15 20 25 30

損害保険への加入

社内の連絡体制の整備

技術や情報のバックアップ

特に対策は取っていない

建物や設備の耐震化

必要な資金の確保

自然災害を想定した訓練

取引先との事前の協議

原材料等の代替調達先確保

その他

無回答

複数回答

複数回答
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≪問4≫

≪問5≫

感染症や災害などの緊急時における業務の早期復旧のために、「事業継続計画(BCP)」の作成が有効とさ
れます。貴社が事業継続計画(BCP)を作成(予定を含みます)している場合は実施のきっかけを、作成して
いない場合は現在の状況についてお答えください。

貴社では、事業継続にあたって、常日頃から頼りにしている相談先はありますか。

調査内容の詳細をご覧になりたい方は、下記までご連絡ください。

さがみ信用金庫総合企画部 ： ＴＥＬ ０４６５－２４－３１６２
Ｅ-mailアドレス ： souki@sagami-shinkin.co.jp

複数回答

（単位：％）

（単位：％）

0.2

5.7 

5.1 

4.5 

4.1 

1.6 

1.3 

29.3 

20.4 

14.6 

9.9 

3.5 

0 5 10 15 20 25 30

業界団体からの薦め

その他

取引先からの要求

行政からの薦め

他社が災害・被害を受けた

自社が災害・被害にあった

BCPについてよくわからない

日常業務が忙しく余裕がない

当社には必要ない

作成のための人材がいない

無回答

B

C

P

を

作

成

(

予

定)

し

て

い

る

B

C

P

を

作

成

し

て

い

な

い

32.8 

26.3 

10.2 

8.0 

7.6 

5.7 

5.0 

2.4 

1.6 

0.2 

0.2 

0 5 10 15 20 25 30 35

税理士・公認会計士

金融機関

特にない

業界団体・同業他社

商工会・商工会議所

取引先

診断士等コンサルタント

弁護士

地方自治体

警察署・消防署

無回答

実施のきっかけ

現在の状況
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